
                                                  

 

 

 
 

           家電量販店の経営再編とショッピングモールの新設 

エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

今年の梅雨の雨量は少なめで、蒸し暑さもあまり感じることなく凌ぎやすい日が続いております。 

最近、新聞紙上やテレビ報道を通じて、家電量販店の「ビッグカメラとコジマ電機」、「ヤマダ電機とベ

スト電器」などの資本・業務提携の話題が取り上げられ、昨年の地デジ移行に伴うテレビの買い替え特

需も一段落し、反動に苦しむ量販店の生き残りを賭けた再編が相次いでいる様です。今や、各家庭には、

テレビ・エアコン・携帯電話等の家電製品や、乗用車・バイク・自転車等の便利な乗り物も広く普及し、

日々モノの豊かな生活を送っております。更に、県内の各所には、大型ショッピングモールも新設され、

ますますモノの豊富な時代を迎えようとしています。先日も、船橋に出店した大手スーパーのショッピ

ングモールに足を運ぶ機会があり、広大な店内を散策いたしましたが、実に多くの衣料品・日用品・食

べ物店が並び、その商品の豊富さには驚かされました。しかし、 

そのほとんどのモノが日常生活を送るために本当に必要なものなのか大変疑問に感じ、 

ひと昔前の「物を大切に使う」質素な生活スタイルをもう一度思い起こす必要がある 

のではないかと新めて感じられた一日でした。 
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              木製テラスの改修と塗装/真間 Ｍ様邸 

              築２～３年、建坪５０坪の木造サイディング２階建てで、

建物の南側の目の前には真間川が流れ、明るい日差しと、爽やかな川風が感じられる恵

まれた環境にあるお住まいです。そして、真間川に面した居間のサッシ窓を開けると、

そのまま広い木製のテラスに出られるように造られております。 

しかし、このテラスの床板は新築当初からビスで全面固定されており、床下にたまった

枯葉やゴミの掃除ができないため、何か良い解決策はないかとのご相談がありました。 

そこで、既存の床板ビスを全て抜き取って床板を剥がし、４～５枚の床板を一組のスノ

コにまとめて約１０組に造り替え、どこの位置からでも取外し掃除できるように改造致

しました。また、このテラスに外部から出入りする、木製ドアや支柱も当初からグラつ

きがあり、強度も弱かったため金物を使い補強しました。そして、更に、 

この木製テラスの美観と寿命を向上させるため、木部専用の塗料を使用して 

塗装しました。このたびの改修により、お客様も大変ご満足の様子でした。 

 

■お客様の          

施工現場から■ 

■ひとり言■ 
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■暮らしのたより■  屋根・壁の塗装は建物全体を守ることになります 

 

塗装は建物の美観を保つためだけのものではありません。屋根や外壁はいつも太陽

光と雨風にさらされ、年月の経過とともに少しつつ劣化していきます。 

塗装のハガレやヒビ割れをそのまま放置しておきますと、そこから雨水が建物の内

部に染み込んで、柱や土台を腐食させ、建物自体の寿命を早めることになってしま

います。 

通常、屋根、壁は 10年を過ぎますと塗料の劣化が始まりますので、出来るだけ 10

年に 1回程度の定期的な塗り替えが必要です。しかし、使用する塗料の性能や建物

廻りの環境によって塗り替えの時期はそれぞれ異なります。 

そこで、塗り替えの目安としては、外壁の塗装面を手のひらで擦って見ると、白い

粉がついてくることがあり、また、ヒビ割れやカビの発生等も見られたらそろそろ 

塗装を検討していただく時期でもあります。さらに、屋根は外壁以上に直射日光を 

浴び、風雨にもさらされる厳しい環境にあるため、外壁より塗り替えの 

重要性が高くなります。和瓦は塗装の必要はありませんが、「コロニ 

アルやカラーベスト」と呼ばれるセメント系の屋根材は屋根専用の 

塗料で早めに塗装されることをお勧めいたします。 

 

 

 

 


